
青山幸広が伝
え広める「楽ワ

ザ介

護」をさらに次
世代へ継承す

るため

に始めた「KＯＫ
ＯＲＯ ＪＡＰＡＮ ＣＵ

Ｐ」。

さらなる飛躍を
誓い、5月から

「TＡＫＡＲＡ ＪＡ
ＰＡＮ」と名称を

変えて

本格始動します
！

宝を輝かせ、自分の人生も輝いた

7月17日日

王者決定!宝活

〒606-0001 京都市左京区宝ヶ池

10:00~16:00
京都国際会館

20
16
年

お年寄りを輝かすあなたたちの
心とワザを見せてください。

出場チーム 大募集！！

TAKARA JAPAN
グランプリ

第1回

この3つをクリアしていると最高です。①②まで進んでいて、③未満でもＯＫ
チームは必ずしも施設である必要はありません。勉強会の仲間でもいいです。
出場することで今までを振り返り、まとめ、何ができて何が足りないかに気づき、
次につなげる絶好の機会です。チーム一丸となれるチャンスです。
グランプリ獲得者には喉から手が出るほど嬉しい商品をご用意します！　

出場条件は

①楽ワザを学び、実践しているチームであること
②楽ワザを教える人を中心に勉強会を始めていること
③実践で得た人を輝かす喜びを伝えていること

2003
年  函

館で

たった
3人の

セミナ
ー

2015年  大阪ミード社会館セミナー

介護という概念や福祉の枠にとらわれず、日本の暮らし方、特に
老いてからの実りある暮らしを考え創り上げていきたい。
日本の宝は、まずは人。戦後、ゼロから苦労してこの国を作ってきた
お年寄りだと思う。
そして自然の風景、里山、食べもの、知恵にあふれた日々の暮らし
方、日本にしかない宝を守り伝えたい。
そのためのプロジェクトが「ＴＡＫＡＲＡ ＪＡＰＡＮ ＰＲＯＪＥＣＴ」です。
私たち介護に携わる人間は、お年寄りの今に寄り添い、昔の暮らし
を知りました。昔の暮らしには自然の恵みを生かす宝のような知恵
がいっぱいです。
お年寄りの知恵が途絶えないように次の世代へ残していくことが
私たちの使命です。お年寄りを輝かすことが緊急課題。

介護の未
来は日

本の未来

組RX共催 ：主催 ： TAKARA JAPAN実行事務局

〒603-8217 京都市北区紫野上門前町34
TEL.075-432-8692  FAX.075-432-8693  www.rx-gumi.com

予告 第2回は、横浜ランドマークタワーで、
12月23日 クリスマス イブ² 開催予定！

あなたの輝き自慢待ってい
ます！

ＴＡＫＡＲA ＪＡＰＡＮ ＰＲＯＪＥＣＴの第一歩！
未来は必ずここにある！

TAKARA JAPAN

発表参加者
チーム

1人 4,000円
  応援者含

む

※参加料に
はお弁当代

も含まれて
います。

観覧参加料
は

1人 6,000円
（申込後振

込）

参加料
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応募要項

書類審査の記入事項

自分たちチームの活動内容を15分以内にまとめて発表していただきます。
応募者多数の場合は、書類審査をして絞らせていただく場合があります。

7月17日に発表しようと思う概要をお願いします。 5月10日 受付開始

TAKARA JAPANグランプリ

誰が？ 誰に？ 何を？ どうしたら？ どうなって？  その後さらにこうなり、続けていくともっとこうなり今では、誰と誰と誰に（本人、家族、まわり
のスタッフなど）どんな影響があり、まわり全体がどうなり、自分の気持ちがどう変化し行動もどう変わっていったか。
時間の経過とともに現れてきた効果をできるだけわかりやすくまとめてください。

※発表していただく内容に出てくる方の許可は必ずお取りください。こちらでは責任を負いかねます。発表者の方の責任で公表ください。
※こちらから質問させていただく場合があります。連絡は取れるようにお願いします。
※ＴＡＫＡＲＡ ＪＡＰＡＮの主旨にそぐわない内容の場合は出場をお断りすることがあります。
※未発表のものに限ります。

チーム名
※施設名でもいいです

代表者名
※中心に活動している人、連絡担当者

住  所
※施設の場合は施設の住所、個人の場合は個人の住所

メール
アドレス

チームの活動
アピール

発表内容の
テーマ・概要

携帯電話

電話番号

ファックス

テーマ

概要

※書き切れない場合は、ワード・エクセルでメールにてお送りください。ＤＶＤ（動画）で送ってくださっても結構です。

応募締切  6月中旬を予定しています。 発表が確定後、改めてご連絡いたします。参加人数は、参加確定後ご報告ください。お一人様 4,000円（昼食代込）

青山 幸広　1966年、青森県北津軽郡生まれの今年50歳。
出稼ぎがちの両親に替わり祖父母に育てられ、畑、炭焼きなどをして成長する。
子どもと遊べる仕事と思って保育士となったが挫折の連続。その後、祖父母の面倒を見るため介護の世
界へ。お年寄りに可愛がられる資質で、大好きなお年寄りたちを笑わせ楽しませていく。
高校時代に身に着けた少林寺拳法と元来の器用さで、自分のわずかな力で相手の力を引き出し動かして
いく術（すべ）を生み出していく。お年寄りとの対等な協力関係でワザを編み出していくうち、お年寄りの絶
大な信頼を勝ち取っていく。その方法は誰も教えてくれなかった独自な考え方とやり方であり、方々から教え
を請われるようになる。教える方へまわっていく青山は、本音はお年寄りと遊んだり、旅行に行ったり、楽しい
ことがしたかっただけなのに、と葛藤を感じながらもいつのまにかテレビに出るまでとなっていった。
介護の世界に入ってすでに四半世紀。試行錯誤の10年、挑戦と実践の５年、指導者となって10年が過
ぎた今、日本全国に青山のワザを引き継ぎ実践するものたちがたくさん育ってきた。
本当に伝えたい楽ワザ介護は、上から教えるのではなく、まず自分が楽しみ、お年寄
りとともに日々の暮らしを楽しみ遊ぶこと。知恵の宝庫であるお年寄りに今までの暮
らしを続けていただけるよう、さりげないお手伝いをする。
日本の大事な宝、地域の資源を次の世代に渡したい。ＴＡＫＡＲＡ ＪＡＰＡＮは未来を
つくるプロジェクトなのです。

TAKARA JAPAN
PROJECTとは？

共催 ： RX組  〒603-8217 京都市北区紫野上門前町34　TEL.075-432-8692  FAX.075-432-8693  www.rx-gumi.com主催 ： TAKARA JAPAN実行事務局

青山幸広から始まったこのプロジェクト
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※あればご記入ください
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